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論 文 内 容 の 要 旨
adult rat brain の cortex slice を用い, in vitro の条件下で種々の m edium に incubate L , 与れ
を電子顕微鏡的に観察 した結果次の様な所見を得た｡
1) 等張 K rebs-R inger's solution に brain slice を incubate すると20分間で非常に高度の glia 細
胞の腫脹と m itochondria の種々の退行性変化が証明された｡ 而もこの変化は in vivo の条件下で起こ
した脳腫脹の電子顕微鏡所見と殆んど identical であった｡
2) K rebs-R inger's solution に基質として glucose, glutam ate を加え, 同じ条件で20分間 incubate
しても glia 細胞の腫脹は防ぎ得なかった｡ ただ glucose を加えた K rebs-R inger's solution での
incubation において腫脹の程度が若干軽減される憤向が見 られた0
3) glucose 添加 K rebs-R inger's solution に更に A T P を添加 し, brain slice を incubate する
と20分間では殆んど glia 細胞の腫脹が防止され, 40分間では中等度の腫脹を見た｡
4) glucose 添加 K rebs-R inger's solution に20分間, brain slice を preincubate して glia の腫
脹を発生させ, 更に A T P reinforced m edium に次の20分間 incubate した場合は組織の腫脹は reverse
されない｡
5) これに対 し, 同じく先ず20分間の preincubation の後, slice が A T P reinforced m edium w ith
xanthine の溶液内で20分間, incubate された場合には, 一度発生 した glia 細胞の塵帳が reverse さ
れる所見が得 られた｡
常な形態保時に必要な energy は主に, m itochondria において代謝過程を通じて生成される A T P によ
って補給される様で, 障害された細胞の oxidative phosphorylation を是正する手段を用いる事により,
細胞の腫脹も或る程度 reverse される事を知った｡
m edium に与えられた A T P の作用についても論じた｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 妻 旨
ような所見を得た｡
1) 等張 K rebs-Ringer 液に20分間 incubate したものではグ1) ア細胞の高度の腫脹とミトコンド1)
アの退行性変化すなわち脳腫脹が認められた｡
2) K rebs-Ringer 液にグルコーズ, またはグルタメイ トを加えて20分間 incubate したものでもやは
り同様な脳腫脹が認められたが, グルコーズを加えた場合に腫脹の程度が若干軽かった.
3) グルコーズと A T P とを加えた K rebs-Ringer 液に20分間 incubate した場合には脳腫脹が防止
された｡
4) まずグルコーズ, K rebs-Ringer 液に20分間 incubate して脳腫脹をおこしたものに, こんど, さ
らに A T P を加えて20分間 incubate しても腫脹は快復 しないが, A T P とキサンチンとの混合液を加え
て incubate すると快復する｡
以上の実験か ら脳塵帳の治療にはグリアの酸化的燐酸化障害を是正する方法, すなわち A T P とキサン
チy とを合併作用させることが有効であると判明した｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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